


■三寿園の名前の由来

先代が、三つの“ご縁”が重なって三寿園はできていると名付けました。

１つ目は 家族の“えん”
２つ目は 三寿園とお客様との“えん”
３つ目は 三寿園のお菓子でお客様とそのお客様を繋ぐ“えん”
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■企業概要

事業所名：有限会社 三寿園（さんじゅえん）

代表者名：稲垣 宝謙（６代目）

所在地：愛知県豊明市阿野町西ノ海戸３４

業 種： 和・洋菓子製造・販売業

創業年：１８６５年（慶応元年）

１４代将軍徳川家茂の時代

従業員：９人

資本金：３００万

HP：http://sanjuen-toyoake.com

昭和初期の店舗 昭和後期店舗 現在店舗外観
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http://sanjuen-toyoake.com


■三寿園 食品管理体制

・安心フード 加入 （日本食品衛生協会）
・従業員検便検査 （年2回実施）
・職場拭き取り検査 （年2回保健所実施）
・食品検査 （食品衛生センター）
・食品衛生指導員 （瀬戸保健所）
・厨房内 冷凍・冷蔵プレハブ完備
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■三寿園 取り組みついて
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・台湾の展示会や新光三越日本物産展にて実演販売
・ふるさと納税 掲載
・ユーハイム様主催のバームクーヘン博覧会 愛知代表
・県内以外イベント 実演販売等
・県内百貨店 催事出店等
・Brand Land Japan （経産省所管事業 認定店）



■商材・サービスについて

商品①：『自家製の米を使用した三寿園みたらし団子』
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自家製栽培
した「お米」

JAあいち尾東で
米粉に製粉

自社工場で
製造・販売

地産の素材を使い、そこに長年培ってきた菓子製法技術を駆使する事により、
余分な添加物を一切入れずに、『もちもち感』や一日経っても『固くなりに
くい』三寿園を代表する一品です。

愛知県産



商品②：三寿園 ばーむくーへん
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五代目 稲垣信彦が、昭和５３年に三寿園の「いくつにも重なる縁」をイメージ
できるお菓子として洋菓子のバームクーヘン製造・販売を始めました。

近年バームクーヘンはフワフワのシフォンケーキのようなバームクーヘンが流
行りになっていますが、３５年以上自社の基盤を支えている商品の秘訣は『食べ
応え』『クラシック』であります。材料を贅沢に使いぎっしり目の詰まった完全手焼
きの生地。外周に甘い糖衣をまとったフォンダンとほのかなシナモンがアクセン
トの三寿園バームクーヘンになっております。



三寿園 ばーむくーへん 商品構成
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ばーむくーへん 小丸 （8.５㎝×２㎝） ２００円（税込）
中 （13㎝×4㎝） １３５０円（税込）
大 （17㎝×6㎝） ２３００円（税込）

ばーむくーへん小丸詰め合せ（7個入り〜２０個入り対応）
１６４０円〜４２５０円

賞味期限 ３０日間（常温）
１８０日（冷凍）

ばーむくーへん 小丸 （１０個入り）



地元特産物野菜『プチヴェール』を使用した菓子

プチヴェールとは芽キャベツとケールを交配して生まれた新しい野菜になり、
あいち尾東農協の特産品の一つになります。地元の特産物を使った商品開発
やイベントを実施することで、地域活性・地域貢献を実現したいとの想いで
開発しました。

＜プチヴェール＞
ケール＋芽キャベツを掛け合わせた新野菜

プチヴェールを
練り込んだ団子

Page-9

1本１００円

プチヴェールを
練り込んだバーム



店舗内装



納品場所

JA 刈谷北部 ハイウェイオアシス刈谷

リソラ 大府イオン 東浦・三好



百貨店催事・イベント



商品バリエーション
新光三越のイベントではみたらし団子
以外に「さくら」・「むらさきいも」
「プチヴェールきなこ」「あんこ」５
つの味を展開。
国内販売価格１本 １００円（税込）

台湾販売展開



2020年 台湾 新光三越 出店


